
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝霞市は、埼玉県の中でも都心に近い場所にあり、 
武蔵野線と東武東上線の２つの鉄道が通っています。 
人口は１４万人程で今も学級数は微増傾向にあります。 
また、武蔵野の面影残る自然豊かなまちとして、 
子ども達も伸び伸び生活しています。夏の風物詩、「彩夏祭」 
はたくさんの人々が訪れる有名なお祭りです。市内の学校や 
公共施設など、ロケ地として積極的に誘致するなど、市の 
ロケーションサービスにも力を入れています。あなたの勤務する 
学校も撮影地になるかもしれません。 

「心豊かに 生きる力をはぐくむ 朝霞の教育」を基本理念とし、学校・家庭・地域・行政が連携・協働し

て、子どもたちに生きる力をはぐくみます。また、一人一人が心豊かに ともに学び 生きるまちを目指し

ます。「はじめに子どもありき」の考えのもと、私たち教職員は子ども一人一人に寄り添った指導を行ってい

ます。是非、朝霞市の子ども達のために、皆さんの力を貸してください。「教員として未来づくりに携わりた

い」「子ども達のために一生懸命頑張りたい」そんなあなたを待っています。 

 

 

 

① 駅から近い学校が多く通勤がしやすい！ （JR武蔵野線北朝霞駅・東武東上線朝霞駅が利用可能） 

② 学校閉庁期間が長い！週休日と合わせ、夏休みに様々なことにチャレンジができる！ 

（R6実績：８月７日～８月１８日） 

③ 働き方改革の推進！（８時最終施錠の取組により、メリハリのある仕事ができる） 

④ 最新の校務支援システムの導入！（令和６年９月より導入。業務の電子化により、時間短縮ができる） 

⑤ 留守番電話と出欠確認システムの活用！ 

（勤務時間後は自動応答機能付き電話と教育委員会が対応。出欠席の連絡はアプリを活用するため、確認が

しやすい。） 

① 充実した特別支援教育 
   市内１５校すべての学校に特別支援学級を設置。 

通級指導教室を小・中学校に合わせて６教室開設。 
② 児童・生徒の体験活動の機会の充実 

児童・生徒がＡＬＴと英語で活動する「わくわくサマーフェスティバル」や 

小学生の科学的好奇心をくすぐる「わくわく科学体験教室」等の体験活動の実施。 

③ 新時代の教員への研修 

初任者研修に加え、４年次教員を対象とした市独自の研修会を開催。 

ミドルリーダーの育成を主眼に置いた「教育研究奨励費受給者研修会」開催。 

 

① 全小中学校に高性能端末「iPad®」を配備 
操作性の良さ・高性能で定評のある iPad®を、GIGA スクール 
端末として配備。また、クラウドサービスとして Microsoft365®  
を導入し、教職員も活用しやすい ICT環境を構築。 

② AI ドリル「すららドリル®」の導入 
小学校３年生から中学校３年生まで、AIドリル「すららドリル®」を導入。宿題や 
授業での活用により、教職員の児童生徒一人一人に向き合う時間を確保。 

  マル付けは AIが行うことから、先生はその結果を見て、具体的な声かけが可能。 

朝霞市民まつり 彩夏祭 

 

黒目川の風景 

 

４年次教員研修会 

 

iPad®の活用 

 
すららドリル® 

 

参加した児童の感想から 

最後まで英語で話
し、笑顔で過ごせて
楽しかった。 


